
菅地区で生活・活動している人の声

テーマ 小テーマ 課題

地域の人や隣人を知ら
ない・孤立している

●いざというときの窓口が分からない。
●交流がなく、孤独を感じる。
●配偶者が亡くなり寂しい。一人で生活していけるか心配である。
●隣の人の顔が見えず、ご近所トラブルが増加している。

地域への関心 ●挨拶など子どもが声をかけても返事をしない人がいる。

世代間交流 ●高齢者と子どもなど世代間のつながりがない。

子育て世帯 ●子育て世帯の孤立が進んでいる。

活動の場 ●高齢者が働く場・活躍できる場がほしい。

活動の継続・担い手の
確保

●少子高齢化で子ども会などの活動が減少している。
●高齢者施設において離職者が増え、人材の確保が困難になっている。

災害

●新しい住民とは近所付き合いがあまりなく、災害時が心配である。
●認知症のある方は、地域でのつながりが薄く孤立しがちなため、災害時に不安がある。
●車いすの方や高齢者は、水害時に一人で避難できないのではないか。
●災害時に避難所に避難できるか不安である。

高齢者の暮らし
●趣味がない。
●認知症のある方は、心理的な怖さから一人で買い物や病院に行くのが難しい。
●健康面に不安がある。

移動・交通

●駅までが遠くアクセスも悪いため、買い物に行くのが大変である。
●自転車の交通ルールを守らない人やマナーが悪い人が多い。
●細い道が多く、迷いやすい。
●公共施設が坂の上にあり、行くのが大変である。

活動や担い手に関
して気になること

地域の交流に関し
て気になること

安全・安心に関し
て気になること
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